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                ２１世紀社会デザインと言葉の力　第26回

                     ２００８．１.１５ 

                     ハイエク 

  今日はハイエクについて話をします。

この人は、今にしてみると、非常に大変な人であったということで、評価が上がってる人です。

ノーベル経済学賞も受けてるんですが、実はそれは、政治的に決められています。ノーベル経済学賞と言うのは、本来のノーベルの作った賞ではなく、後になって、スウェーデンの銀行が、資金を提供して生まれたのです。ハイエクは、ノーベル経済学賞が生まれて６年目にもらっているわけです。もらったときは共同受賞の形で、確かミュールダールというスウェーデンの経済学者とです。スウェーデンが独特の福祉国家として、経済学的な成功を収めたシステムを作った経済学者です。 

経済学賞が生まれるとき、「５年間は、スウェーデンの経済学者に与えない」という条件がついたわけです。要するにお手盛りをされたら困るというわけです。それで６年目になりまして、スウェーデンはどうしてもこのミュールダールに与えたかったわけです。それで、二人１組で与えるという決断がなされ、ハイエクはどちらかと言えば右の立場の人で、それに対してミュールダールは、左の立場ですから、それで政治的なバランスを取るために、ハイエクに与えたと一般に言われています。多分そうなんでしょう。

本の紹介

隷従への道―全体主義と自由 (単行本)

フリードリヒ・A. ハイエク (著), Friedrich A. Hayek (原著), 一谷 藤一郎 (翻訳), 一谷 映理子 (翻訳)  

  副題に「全体主義と自由」とありますように、非常に強い社会主義批判になっています。

第２次大戦中、確か４４年、世界的なベストセラーになった本です。特にアメリカで。

この本の出版の記念講演のために、ハイエクがイギリスから、アメリカに渡っている間に

この本がアメリカで爆発的な評判を得て、彼がアメリカについたときにはメディアに取り上げられて

、大きな影響をアメリカに与えます。 

「社会主義も全体主義もともに大きな問題があってそれは、この社会全体を隷従への道に追いやっていく」という今にしてみれば、常識的な見解ですが、そのころは必ずしもそうではなかったわけです。 

 第２次大戦は、米、ソ連が一緒になって戦うわけで　その国を、ものすごく批判する本であるわけです。

ヨーロッパでは、社会主義運動と共産主義運動と言うのは、ソ連の崩壊まで強いわけで、その仲間を正面切って批判し、ナチスとソ連の思想が同じだみたいなこと言うのは、そのころは、少なくともヨーロッパでは、歓迎されないであったわけです。

 アメリカでは、表面的には共産主義批判はないですが、いろんな階層が、独特の意見を発信する社会ですから、反ソ的な風潮、反共産的な風潮はあったわけです。そういうものにこれは、まさにぴったりだったわけで一挙に、人気を呼ぶわけです。

 　　　　　　　　　　　　　ハイエクとソ連 

 ハイエクの経済学説は非常に高く評価されたかっていうと、必ずしもそうでは無いわけです。

ケインズとかのほうが高かったわけです。評判が一挙に上がるのは、ベルリンの壁が崩壊する時代で、ものすごい評価を受けます。それは西からの評価ではなく東からです。

ゴルバチョフの後　エリツィンの政権の時代にソ連は崩壊するわけです。

本の紹介

２０世紀の経済学の諸潮流 

　「しかし東欧革命(1989)やソビエト連邦崩壊(1991)について考えるとき、たんなる終焉論では捉えきれない歴史の変動がはじまっていた。当時の革命の指導者たちは、既存の体制をただ破壊するために活動していたのではない。彼らはマルクス＝レーニンの思想に代えて、フリードリッヒ・フォン・ハイエクの思想を実現するというビジョンを持っていた。例えばエリツィン大統領の参謀で1991年から1994年まで首相代行と大蔵大臣を務めたエゴール・ガイダル氏は、ハイエクの思想を革命に不可欠のイデオロギーとして、真摯に受けとめている。彼は「共産主義の有効性に疑問を投げかけた最も影響力のある同時代の著作家はだれか」という質問に対して、「もちろんハイエクです」と答えている。なぜなら「ハイエクは、マルクスと同じくらい印象的に、非常に明快な世界像を与えたからだ」、というのである[1]。ハイエクの思想は、東欧革命とソビエト連邦の改革において、マルクス主義に代わる世界像を提供した。その思想的影響力は、21世紀における私たちの社会秩序観を、根底において規定するものになっていると言えるだろう。」 

「当時の革命の指導者たちは、既存の体制をただ破壊するために奮闘していたのではない。彼らはマルクスではなく、ハイエクの思想を実現するという方向に行かなければ駄目だという明確な思想を持って、東欧革命を起こした。」 

　　　　　　　　　ハイエクと西側 

 この時代、西側の指導者が誰であったかというと、レーガンであり、サッチャーで、彼らが会談する中で一連の国際的な運動が、次々と起こっていくわけです。そのレーガンと、サッチャーに、最も大きな影響を与えたのが、ハイエクです。一連の社会主義に終焉の時代を思想的に導いたのがハイエクになるわけです。

本の紹介 

自由の条件I ハイエク全集 1-5 【新版】 (単行本)  

ハイエク (著), 気賀 健三 (翻訳), 古賀 勝次郎 (翻訳)  

 この「自由の条件」が出たのは１９６０年代で、その時代日本の大学生でハイエクなんて読むのは、保守反動みたいな評価を受けていた。そういう時代です。

 しかし今これを読むと、この人がこんなに早くからこういうことが見えていたのかとびっくりするような中身です。

資料

モンペルラン協会　ハイエク 

 １９７９年に、サッチャーが　首相に選ばれたとき、彼女は直ちにハイエクに、電報を送っている。「過去数年間にわたって私は、あなたからたくさんの事柄を学んできたことを誇りに思っています。そうした考えの幾つかを私の政権で実現したいと思っています。あなたの支持者として、私たちが成功することを確信しています。もし成功したら、あなたの貢献は甚大なものです。」といっています。

ハイエクはこの電報を受け取って、助言を彼女にするようになっています。 

 レーガン、サッチャー路線の延長上に今あるわけですが、日本の政治においても、中曽根がこの影響を受けています。小泉路線の竹中の経済思想にも強い影響を与えています。 

　　　　　　　　　　　貨幣発行自由化論 

 さらには、ハイエクは「通貨の発行の自由制度というのも、もう一度やってもいいのではないか。通貨の管理権を政府的な体制と一体なったものが管理するのは望ましくない。」みたいなことを唱えた時期があります。この考えに賛同したのがサッチャーです。

 ユーロが、その時代から流れだしていたわけですが、それは、決して平坦な道ではなくて、反対する動きも、あったわけです。これに反対しつづけたイギリスは、ハイエクのこの考えに基づいていたわけです。 

 ハイエクは、個々の自由をなによりも大事にする人で、上から下へ制限するようなものに反対するという態度で、通してきた人です。それが、必ずしも正しい選択にはならないんですが。

 彼は、「何らかの統制をすることで効率がよくなる、というのは違う。上からのプランニングにしたがって、統一的な計画経済にすると、逆にだめになる。」と。 

 ポパーも、「何らかの青写真で、社会を構成して、そのとおりにやっていこうとする方向に行けば行くほど必ず間違う。そういうユートピア工学ではなくて、青写真を描かずに、その場その時に、湧き上がってくる問題に対してその都度対応するピースミール工学の方がよりベターな社会を築くことができる」といいます。

本の紹介

ハイエク全集

自由の条件

福祉国家 

 中央官庁が立てた大きな計画にしたがって、国家を運営していくことに対して、ハイエクは「それを押し通そうとすると、社会全体が専制主義的になって奴隷制国家みたいなものになる」ということを一貫して言い続けるわけです。計画経済と言うのは、ナチズム、コミュニズムの専売特許ではなくて、ある時期の資本主義の世界たとえば、ニューディール政策、それは基本的に成功するんですが、日本での満州事変以後の社会にもあります。 

 彼は基本的に、社会計画の青写真通りにやって運営していくことに対して、根本的に反対するわけです。なんで反対するかっていうと、「長期的な社会計画を策定することが可能である」という前提のもとに推し進められている。が、計画は、そんなに単純ではない。歴史的にみても、計画経済主義と言うのは、次から次へ間違っている。

「計画は正しいのだ」という前提のもとに、工程表どおりに進めることは、あらゆる反対を鎮圧させ、摘発することができる長大な権力を握った政府が　成功する。

　そこでは社会のメディアも中央政府が支配して、成功のニュースしか流さない。そういう情報が流されれば、いかにも成功してるというふうに保てる。リアリティーではなく、見かけ上の成功である。

 現実には存在する矛盾を隠していくと、それが積もり積もって、最後に爆発的に破裂してしまう。そういう状況がベルリンの壁崩壊である。 

　　　　　　　　　　　　　小泉時代 

 見かけ上の成功を確かに保てて、波風たってもその方針で行くときに、「粛々と」という表現が必ず使われるわけです。小泉改革の途中でそのことばがものすごく使われるわけです。

 小泉の郵政改革のときは、これ的な匂いがものすごく強いわけです。自民党の中でも、わりとトラディショナルな傾きを持っている人は、小泉のことを「全体主義政治家みたい」と非難をしたのは、まさに、これなわけです。

 あの時代の小泉政治のあり方と言うのは、ハイエクが批判していた全体主義的な傾きを非常に強く持った政府でした。メディア宣伝の仕方なんかも。まさにそういう社会に近い状態にあったと言っていいと思います。

小泉改革のことは、相当分析を要することです。

本の紹介、 

竹中 

 　　　　　　　　　　　　　　　　ハイエクの自生的秩序

 　　　　　　　　　　　　　　

 ハイエクが、計画性に反対して、あくまでもその組織を構成しているメンバーの自由な発想、自由な行動を思う背景に、どういう考えがあるかっていうと、「みんな好き勝手にやっていたらアナーキーな無政府な状態になって、うまくいかなくなると思うでしょうが、実際はそうでは無い」と言うのです。

 自由を尊重する社会を作ったときには、無秩序な状態ではなくて、ある種の秩序が自然に生まれる。その秩序の方が、何者かが青写真を描いてやるよりは、いい。この秩序spontaneous orderのことを自生的秩序、自発的秩序とか、訳されます。

 ほったらかしていくと自然にある秩序というものが生まれるというのが自然科学の世界でも、生物の世界でもあります。人間社会の経済活動においても、無駄なエネルギーを使わない、より合理的な方向へ自然に、オーダーが生まれるという考えが、ハイエクにあるわけです。 

 　　　　　　　　　　　日本経済 

 今経済はハイエク的な方向に動いて、いるわけです。

 日本の経済をみても、今問題なっているサブプライムの問題ですね。これにより、金融システムの混乱のも、相当深刻化しているのですが、今起きてることが、この先どうなるかということが榊原すらわからない。 

本の紹介 

榊原英輔 

 不良債権が起きて日本の大手銀行が次々と経営困難に陥って、国家資金を注入したり、、山一証券がつぶれたあの時代、恐慌と言っていい時代が来てたわけです。

実はあの時代に、現に起きてるそのことをメディアは、相当抑えて書いています。

抑えないと本当に爆発的な現象が起きてしまうという予測ができたからです。どこかが命令したという訳ではありません。

 本当に日本経済が、瀬戸際と言うか、大手銀行の破たんが引き金を引く寸前という認識があったわけです。橋本内閣の終わりごろ、バブル崩壊から、小泉改革のあたりまで。あの時代に実際に社会現象として、もう恐慌そのもので、１９２９年前後の昭和恐慌とほとんど同じ現象が、大阪あたりでは起きてるわけです。 

 そういう現場を大手メディアは、実際には抑えているんですが、報道は、なされていないんです。

難しいんですね。僕なんかもある程度は書いてますけれども、控えますね。それは、昭和恐慌の時代に、大蔵大臣が国会でちょこっと発言した一言が、取り付け騒ぎを起こしたみたいなことが、おきている。

一言でそういうことが起きる。

 あの橋本の時、群馬県かどっかの私鉄の通学電車の中で、女学生が「○○の銀行あぶないらしいわよ」という一言でまさに、地方銀行の取り付け騒ぎになってるんです。それ的なもっとでかい話は大阪で起きてるんです。

生きてる経済には、ものすごく微妙なところがありまして、ほんの一言でシステムへの破たんが起きるかもしれないということが常にあるわけです。 

　　　　　　　　　　　　　　移行経済 

　　　　　　　　　　　　　 

本の紹介

移行の経済学 

 ベルリンの壁が崩れてシステムが壊れたわけです。もともとの社会主義経済は経済管理のプランニングセンターみたいのがあったわけです。

 その計画経済がくずれるわけです。市場経済へスタンスを変えていく、システムそのものを変えていく移行をどう考えるかということ。

 最近まで世界は　３つの世界に分類されていました。第１世界は資本主義、第２世界は社会主義、第３世界は、後進国ですが、今や第二世界という観念は実質を失いつつあります。 

 ソ連が崩壊した直後、僕はベルリンに入りました。

ベルリンの壁が崩壊したけれどもチェコにはまだ、昔のシステムが残っていて、僕はベルリンから車で、チェコに入って、チェコで広場で第群衆が集まって、新しい政府が、作られる瞬間を見ています。 

 この本を書いたのは、フランスのソビエト経済の専門家です。筆者は３０年以上にわたるで、ソビエトロジーと呼ばれた世界に属していて、挫折感を感じています。ソ連の経済そのものが非常に急激に移行過程に入る。市場経済に移るわけですがそのときに、もともとのソビエトの研究者自体何の助けもできなかった。どういう人たちが助けたかというと、結局は発展途上国の専門家が、助ける。

 ソビエトロジストは信用を失ってしまった。誰も、社会主義経済の崩壊を読めなかった。

 それに対し、ハイエクは１９６０年にすでに今日の状況を驚くほど的確に予言しています。

本の紹介

ハイエク　自由の条件３　福祉国家における自由

          社会主義の衰退と福祉国家興隆 

社会主義世紀の終り。５９、６０年代に誰も予想しなかった。実際にその後起きたことは、２０世紀の終り１０年ぐらい、この本に書いたことがほぼ現実になってる。

 社会主義の世紀を、彼は１８４８年から、１９４８年と彼はしています。１８４８は共産党宣言が出されて、１９４８は冷戦勃発の時代です。

 その間、１９４５年、福祉国家を目標という形で、イギリスは変わっていくわけです。これをハイエクは、「イギリスが社会主義の手に飛びこんでいった。」。社会主義の実験福祉国家という形で国営企業を作ってみたいのが、イギリスでどんどん進行します。 

 １２年間でイギリスの社会はものすごく変わるわけです。社会主義に対する、幻滅が起きる。イギリス型社会主義が、もたらした大きな幻滅の主要な要素は、三つである。

一つは、組織が私企業よりも、はるかに劣る。

二つめは、階層秩序ができた。

三つ目は、約束された大きな自由より新たな独裁政治ができた。

 一連の社会的な動きなかで労働者の階級意識が消えて、若い世代の間で強い個人主義が起きて、あらゆる集合行動に疑問を感じ、権威を信じなくなったという変化が起きます。 

 ポパーやハイエクが　いったようなことが本当に起きている。

政治、というのは理想を持って、その理想を貫徹するために青写真を描いてその通りにやるというのは、絶対に実現できない。とにかく、いろんな意見が対立するそのすべての間で妥協を図っていくことしかない。 

本の紹介

ハイエク自由の条件

最終章　　なぜ私は保守主義者ではないのか、
